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学位論文内容の要旨 

 

 

博士の専攻分野の名称：博士（学術）     氏名：邱 林 燕 

 

 

学位論文題名 

 

中国語結果構文の統語論的研究 

 
 本論文は、ミニマリスト・プログラム理論に発展した生成文法の枠組みにおいて、軽動詞理

論に基づき、中国語結果構文の構造構築を体系的に解明することを目的とする。 
 中国語の結果構文の構造を体系的に考察する先行研究の代表とされる Sybesma（1999）など

の一連の研究、Huang（2006）では、次のような点が共通して主張されている。 
（1）両研究の主張の共通点: 

 a．結果構文の表面に現れる項の数が構造分析の手がかりとなっている。 

   a1. 項が一つ現れる自動詞型結果構文が一律に「非対格型」である。 

   a2. 項が二つ現れる結果構文の構造に一律に軽動詞 CAUSE が存在する。 

 b．どのタイプの結果構文においても、主語名詞句は前項動詞 V1 と構造上の意味役割関  

   係を持たない。   

b1. 項を一つ持つ結果構文では主語名詞句が結果述語 V2 と叙述関係を持つ。   

b2. 項を二つ持つ結果構文では主語名詞句が CAUSE によって導入される原因項であ

 る。 

 ところが、中国語結果構文の構造を分析する際に、主語名詞句と前項動詞 V1 との意味関係

を構造に反映させなければ、中国語結果構文に見られる多くの事実について説明ができない。

本研究は、主語名詞句と V1 の意味役割関係が V1 と軽動詞の併合に関与するという新たな着眼

点を主張した。主語名詞句と V1 との意味役割関係を軽動詞併合の分析に取り入れることによ

って、中国語結果構文の構造構築を体系的に解明するとともに、結果構文に観察されている様々

な現象を説明することができた。そして、従来の研究に残されていた問題が解決できることを

示した。さらに、従来の研究では結果構文とされていなかった「方向補語」を持つ構文につい

ても、場所変化の結果構文として、軽動詞併合の分析によって同様の構造的分析が可能である

ことを論じた。 
本研究の分析結果を次に述べる。 

 まず、先行研究 Sybesma（1999）、Huang（2006）では、項を一つ持つ自動詞型結果構文は、

すべて「非対格の構造」として統一して扱われている。しかしながら、本論文は、主語名詞句

と動詞 V1 との意味役割関係を統語分析に取り入れることを主張した。そして、V1 が軽動詞

BECOME と併合する「非対格の自動詞型」と、V1 が軽動詞 CAUSE と併合する「受動型の自

動詞型」の二つを提案した。次に、項が二つ現れる結果構文に関しては三つのタイプを示した。



非対格の自動詞型から拡張された型で、BECOME と併合した V1 がさらに CAUSE に上昇し

て派生された「原因型結果構文」、そして、非対格の自動詞型結果構文と同様の非対格の構造を

持ち、所有者上昇によって派生された「非対格の他動詞型結果構文」、さらに、原因項を導入す

る CAUSE の上位に意志性を導入する機能範疇 v1 が存在する「動作主主語の他動詞型結果構

文」の三つである。最後に、「移動様態動詞の場所変化結果構文」は、非対格の特性を持つ主要

部が語彙的動詞として顕在的に存在する場合と、軽動詞 GO として非顕在的に存在する場合に

分け、二通りの構造構築を提案した。 
 以下、本論文の内容を章ごとに簡単に要約する。 
 まず、第 1 章では、「中国語の結果構文はどのようなメカニズムで成立し、どのような体系を

なしているか」という研究課題を提起し、この課題に関連する先行研究を踏まえた上で、本研

究の着眼点と目的を明らかに示した。さらに、本研究が用いる理論的枠組みとしての軽動詞理

論について確認し、本研究における軽動詞の捉え方を定めた。 
 第 2 章では、文の表面に項が一つしか現れない、いわゆる自動詞型結果構文、及び、原因項

主語を取る原因型結果構文の構造について分析を行った。自動詞型結果構文と原因型結果構文

の対応関係、そして原因項 NP と V1 との意味役割関係を考察した上で、自動詞型結果構文は

V1 が軽動詞 BECOME と併合する「非対格の自動詞型」と、V1 が軽動詞 CAUSE と併合する

「受動型の自動詞型」の二種類の構造に分かれることを示した。そして、原因型結果構文の構

造構築に BECOME と併合した V1 がさらに CAUSE に上昇するプロセスを提案した。 
 第 3 章と第 4 章では、文の表面に主語と目的語の二項が現れる、いわゆる他動詞型結果構文

について構造的分析を行った。第 3 章では、主語名詞句と目的語名詞句の間に「人とその人の

体の部分」のような「譲渡不可能所有」関係を持つ他動詞型結果構文について、「所有者上昇

（Possessor Raising）」のプロセスが関わる構造構築を提案した。そして、部分格（Partitive 
Case）の付与について議論を進め、このタイプの他動詞型結果構文の目的語位置の名詞句が「部

分格」を付与されることを論じた。 
 第 4 章では、主語名詞句が V1 の動作主である他動詞型結果構文の構造について分析した。

動作主と原因項を構造上区別すべきことを、両者が「逆行束縛（backward binding）」に対す

る許容度の違いに基づき示した。その上で、動作主主語の他動詞型結果構文について、CAUSE
の上位に意志性を導入する機能範疇 v1 が存在する 3 層分裂 VP 構造を提案した。 
 第 5 章では、状態変化の結果構文と平行して、非対格の特性を示す移動様態動詞の場所変化

結果構文について、軽動詞併合によって構造的分析ができることを、日本語や英語との対照分

析をもとに示した。 
 最後に、第 6 章では、まとめと本研究の意義について述べた。本研究は中国語結果構文の記

述的な面で詳細な観察を行っている。この成果は日本語、英語の結果構文の研究にも応用出来

ると考えられる。特に英語の Secondary Predicate の研究では、形容詞的な結果補語のみなら

ず、方向の結果補語構文も考察に入れられている。従来の中国語の VR 構造の研究では、方向

補語表現は扱われていなかった。本研究は、従来より大きな視点から考察を進め．新たな知見

を得た。英、日、中等の言語間の対照研究も今後の課題としたい。 
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学位論文題名 

中国語結果構文の統語論的研究 

 
本論文は、ミニマリスト・プログラム理論に発展した生成文法の枠組みにおいて、軽動詞理

論に基づき、中国語結果構文の構造構築を体系的に解明することを目的としている。 
研究の出発点として中国語のＶＲ構造をとりあげ、これに関連する研究を概観している。特

に中国語の結果構文の構造を体系的に考察する先行研究の代表とされる Sybesma（1999）など

の一連の研究、Huang（2006）の成果を咀嚼したうえ、Sybesma/Huang を批判的に検証し一

般性の高い記述を行った石村(2011)などの成果も十分に検討している。その意味で本研究は主

な先行研究は網羅しており、学問的価値は高いと言える。 
上述の Sybesma(1999)、Huang(2006)では、次のような点が共通して主張されている。 

（1）両先行研究の共通点: 

 a．結果構文の表面に現れる項の数が構造分析の手がかりとなっている。 

 b．どのタイプの結果構文においても、主語名詞句は前項動詞 V1 と直接意味選択の 

関係を持つ構造になっていない。 

 本研究は、中国語結果構文の構造を分析する際に、主語名詞句と前項動詞 V1 との意味関係

も構造に反映させるべきだと主張した。そうすることで、中国語結果構文に見られる多くの事

実について新たな観点からの説明を行っている。 
さらに、従来の中国語ＶＲ構造の研究では結果構文とされていなかった「方向補語」を持つ

構文についても、「場所変化の結果構文」として丁寧に検討し、軽動詞併合の分析によって同様

の構造的分析が可能であることを論じている点は評価できる。 
本研究は中国語の言語事実に関して、広範なデータを提供している。その上で、外見的な項

関係だけでなく、それらの意味関係など深く理論的考察を進め、「軽動詞併合」という視点から、

構造上の違いを浮き彫りにした。 
 本論文の成果として以下のような点が挙げられる。 
 文の表面に項が一つしか現れないいわゆる自動詞型結果構文、原因項主語を取る原因型結果

構文の構造に関して、まず自動詞型結果構文と原因型結果構文の対応関係、そして原因項 NP



と V1 との意味役割関係を考察した上で、自動詞型結果構文には二種類の構造タイプを仮定す

る必要があることを明確に示した。そして、原因型結果構文の構造構築においては BECOME
と併合した V1 がさらに CAUSE に上昇するプロセスを提案した。これによって

Sybesma/Huang スタイルの分析では説明が難しかった現象も含め、より一般的な説明が可能

となった。 
 次に、文の表面に主語と目的語の二項が現れる、いわゆる他動詞型結果構文についての構造

分析に成功している。他動詞型結果構文では、主語名詞句と目的語名詞句の間に「人とその人

の体の部分」のような「譲渡不可能所有」関係を持つ他動詞型結果構文のタイプを設定し、「所

有者上昇（Possessor Raising）」のプロセスが関わる構造構築を提案した。そして、部分格

（Partitive Case）の概念を導入し、このタイプの他動詞型結果構文の目的語位置の名詞句が

「部分格」を付与されると提案することにより、目的語位置の名詞句に求められる意味的性質

の説明を試みている。 
 さらに、主語名詞句が V1 の動作主である他動詞型結果構文の構造についても理論的な分析

に成功している。動作主と原因項の両者が「逆行束縛（backward binding）」に対する許容度

の違いを見せていることに注目し、両者を構造上区別すべきであることを明らかにした。その

上で、動作主主語の他動詞型結果構文について、CAUSE の上位に意志性を導入する機能範疇

v1 が存在する 3 層分裂 VP 構造を提案した。 
 最後に、状態変化の結果構文と平行して、非対格の特性を示す移動様態動詞の場所変化結果

構文を考察した。この構文においても、他のＶＲ構造を持つ文と同様に、軽動詞併合によって

構造的分析ができることを示したのは大きな成果である。そして日本語や英語の場所変化結果

構文の先行研究の妥当性が、本研究の成果によって強化された。 
 これらの考察を通じ、本研究の中国語ＶＲ構造に関する考察が、日本語や英語との対照分析

において、様々な応用が可能であることを示唆している。  
以上、本論文が本研究院の博士号授与の要件を満たしていると検討委員会は判断した。 

  


